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世
界
遺
産
は
、
地
球
の
生
成
と
人

類
の
歴
史
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
。
72
年

に
開
か
れ
た「
第
17
回
ユ
ネ
ス
コ
総

会
」
で
採
択
さ
れ
た
世
界
遺
産
条
約

（
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の

保
護
に
関
す
る
条
約
）
の
中
で
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
年
７
月
現
在
の
登
録
数
は

９
６
２
件（
文
化
遺
産
７
４
５
件
、
自

然
遺
産
１
８
８
件
、複
合
遺
産
29
件
）、

条
約
締
約
国
は
１
８
９
カ
国
。
私
た

ち
人
類
は
、
過
去
か
ら
現
在
へ
と
引

き
継
が
れ
て
き
た
こ
の
共
通
の「
遺

産
」
を
未
来
へ
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」は
08
年
７
月
、

カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
で
開
か
れ
た「
第

32
回
世
界
遺
産
委
員
会
」
で
登
録
延

期
の
決
議
を
受
け
ま
し
た
。
▼
骨
寺

村
荘
園
遺
跡
と
農
村
景
観
▼
達
谷
窟

▼
白
鳥
舘
遺
跡
▼
長
者
ヶ
原
廃
寺
跡

―
の
４
資
産
は
構
成
資
産
か
ら
除
か

れ
、
調
査
研
究
成
果
が
整
理
で
き
た

時
点
で
拡
張
登
録
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

11
年
６
月
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
行

わ
れ
た「
第
35
回
世
界
遺
産
委
員
会
」

で「
平
泉
―
仏
国
土（
浄
土
）
を
表
す

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
」

は
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。
し
か
し
、「
柳
之
御
所

遺
跡
」
は
浄
土
思
想
と
の
直
接
的
関

連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
で
構
成

資
産
か
ら
除
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
手
県
と
関
係
市
町
は

拡
張
登
録
へ
向
け
、「
平
泉
の
文
化
遺

産
世
界
遺
産
拡
張
登
録
検
討
委
員

会
」
を
開
催
。
暫
定
一
覧
表
記
載
に
向

け
た
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
し
た
暫

定
一
覧
表
で
、顕
著
な
普
遍
的
価
値
の

証
明（
抄
）内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
平
泉
の
文
化
遺
産
は
、
東
ア
ジ
ア

地
域
の
人
々
が
宗
教
や
思
想
な
ど
互

い
の
価
値
観
を
交
流
し
た
結
果
形
成

さ
れ
た
政
治
・
行
政
上
の
重
要
拠
点

で
す
。『
浄
土
世
界
』
が
つ
く
ら
れ
た

背
景
に
は
、
世
界
的
に
広
が
っ
た『
仏

教
』
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
有
し
、
世
界
遺

産
一
覧
表
の
調
和
と
代
表
性
を
確
実

に
す
る
上
で
意
義
の
あ
る
資
産
で
す
」

世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
る

た
め
に
は
、「
世
界
遺
産
条
約
履

行
の
た
め
の
作
業
指
針
」
に
示
さ
れ

た
登
録
基
準
の
い
ず
れ
か
一
つ
以
上

に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
真
実
性
や
完
全
性
の
条
件

を
満
た
し
、
締
約
国
の
国
内
法
で
適

切
な
保
護
管
理
体
制
が
と
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
り

ま
す
。

　

登
録
基
準
は
05
年
２
月
１
日
ま
で

「
文
化
遺
産
」
と「
自
然
遺
産
」
の
２
つ

で
し
た
が
、
翌
２
日
か
ら
新
た
に
文

化
遺
産
と
自
然
遺
産
が
統
合
さ
れ
た

「
複
合
遺
産
」
が
加
わ
り
３
つ
に
な
り

ま
し
た
。
別
表
①
〜
⑥
の
基
準
で
登

録
さ
れ
た
物
件
は「
文
化
遺
産
」、
⑦

〜
⑩
は「
自
然
遺
産
」、
文
化
遺
産
と

自
然
遺
産
の
両
方
で
登
録
さ
れ
た
も

の
は「
複
合
遺
産
」
に
な
り
ま
す
。

拡
張
登
録
を
目
指
す
当
面
の
構
成

資
産
は
５
つ
で
す
。
今
後
の
調

査
研
究
成
果
に
基
づ
き
再
度
、
文
化

審
議
会
で
検
討
さ
れ
る
予
定
で
す
。

構
成
資
産
は
▼
骨
寺
村
荘
園
遺
跡（
一

関
市
）▼
柳
之
御
所
遺
跡（
平
泉
町
）

▼
達
谷
窟（
平
泉
町
）▼
白
鳥
舘
遺
跡

（
奥
州
市
）▼
長
者
ヶ
原
廃
寺
跡（
奥

州
市
）
―
の
５
資
産
で
す
。

　

今
後
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
へ
拡

張
申
請
す
る
た
め
の
準
備
作
業
を
行

い
ま
す
。
そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス（
国
際

記
念
物
遺
跡
会
議
）
の
審
査
・
勧
告

を
受
け
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録

の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
有
識
者
委
員
会
等
か
ら
は

具
体
的
な
推
薦
を
行
う
た
め
の
調
査

世界遺産の登録基準

政
府
は「
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
」を
含
む
５
資
産
の
拡
張
登
録
に
向
け
て「
平
泉
―
仏
国
土（
浄
土
）を
表
す

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
―（
拡
張
）」を
追
加
記
載
し
た
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
を
ユ
ネ
ス
コ

（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
。ユ
ネ
ス
コ
は
９
月
25
日
、世
界
遺
産
暫

定
一
覧
表
に
記
載
し
ま
し
た
。

「
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
」の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
、

「
平
泉
の
文
化
遺
産
」（
拡
張
）が
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載

ほねでらむらしょうえんいせき

中尊寺経蔵領として12世紀に始まった荘

園遺跡。同寺創建時から紺紙金銀字一切

経をはじめとする経典が納められた経蔵

を維持し、仏国土（浄土）形成のための精神

を経済的に支え続けた特別な領域と考え

られる。

骨寺村荘園遺跡

Chojagaharahaijiato  長者ヶ原廃寺跡
ちょうじゃがはらはいじあと

奥州藤原氏初代清衡が建立した中

尊寺北側に所在。清衡の母方の出

身氏族・安倍氏が11 世紀、居館と

あわせて建立。浄土平泉の形成に深

く関与した寺院遺跡と考えられる。

白鳥舘遺跡  Shirotoritateiseki

しろとりたていせき

平泉の北部周辺区域にあたる。浄

土形成のため、土器製作や鉄加工

などの手工業生産が行われた。北

上川の舟運とも密接に関わって機

能した施設と考えられる。

 Takkokunoiwaya  達谷窟
たっこくのいわや

平泉と京都を結ぶ主要道の転換

点に造営された寺院。中心区域へ

の導入部に位置する。清水寺を模

した毘沙門堂には108 体の毘沙

門天が祭られている。

柳之御所遺跡  Yanaginogoshoiseki

やなぎのごしょいせき

奥州藤原氏の住居・政務の場で

あった居館の考古学的遺跡。歴史

書「吾妻鏡」に記された平泉の政

治・経済・文化の中心的施設「平

泉館」の跡と推定される。

奥州市 平泉町

一関市

研
究
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
個
別
資
産
の
集
中
的
な
調
査
研

究
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
暫
定
一
覧
表
記
載
に
よ
り
、

日
本
国
内
で
記
載
さ
れ
た
物
件
は
13

件
。
１
国
が
１
年
に
推
薦
で
き
る
件

数
は
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、拡

張
申
請
ま
で
は
一
定
の
期
間
を
要
す

る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の「
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
」
の
価

値
は
、
ま
さ
に
、日
本
の
原
風
景

と
い
え
る
中
世
か
ら
変
わ
ら
な
い
農

村
景
観
で
す
。

　

こ
の
貴
重
な「
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
」

を
世
界
遺
産
拡
張
登
録
に
つ
な
げ
、

確
実
に
未
来
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
が
遺
跡
の
価
値
を
正

し
く
認
識
し
、
市
民
全
員
が
保
存
へ

の
取
り
組
み
や
そ
れ
に
関
わ
る
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

①人間の創造的才能を表す傑作である。 

②建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設

計の発展に重要な影響を与えたもので、ある

期間にわたる価値観の交流やある文化圏内

での価値観の交流を示すものである。

③現存または消滅に関わらず、ある文化的伝

統や文明の存在を伝承する物証として無二

の存在（少なくとも希有な存在）である。

④歴史上の重要な段階を物語る建築物であ

る。その集合体、科学技術の集合体、あるいは

景観を代表する顕著な見本である。

⑤ある文化（一つまたは複数）を特徴づける

伝統的居住形態、もしくは陸上・海上の土地

利用形態を代表する顕著な見本である。人

類と環境とのふれあいを代表する顕著な見

本である（特に不可逆的な変化でその存続

が危ぶまれているもの）。

⑥顕著な普遍的価値を有する出来事（行

事）。生きた伝統・思想・信仰・芸術的作品・文

学的作品と直接または実質的関連がある（こ

の基準は他の基準とあわせて用いられるこ

とが望ましい）。

⑦最上級の自然現象、または類まれな自然

美・美的価値を有する地域を包含する。

⑧生命進化の記録、地形形成における重要

な進行中の地質学的過程、重要な地形学的ま

たは自然地理学的特徴といった地球の歴史

の主要な段階を代表する顕著な見本である。

⑨陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植

物群集の進化・発展において、重要な進行中

の生態学的過程または生物学的過程を代表

する顕著な見本である。

⑩学術上や保全上、顕著な普遍的価値を有

する絶滅のおそれのある種の生息地など、生

物多様性の生息域内保全にとって最も重要

な自然の生息地を包含する。


